
＜第 2次神栖市総合計画 実績総括＞

第２次総合計画で設定した７６項目の数値目標に対する達成状況について，下記のとおり

取りまとめました。

令和４年度は，５年間の計画期間の最終年度です。

各施策に掲げた数値目標の達成状況については，全体の 75.1%(昨年 68.4%)の指標におい

て計画策定時の実績値を上回り，うち 37.9%が最終的に目標を達成し，A評価となりました。

その一方で，D 評価にあたる 24.3%(昨年 31.6%)の指標については，計画策定時の実績値

を下回っています。

令和２年度から，新型コロナウイルス感染症による影響などにより，全体的に計画の進捗

に遅れが出ておりましたが，令和４年度は，コロナ禍による影響を払拭しきれてはいないも

のの，D評価の指標は昨年度比で 7.3%減少し，全体的に復調傾向にあります。

なお，８つの施策大綱ごとの目標の達成状況などの詳細については，別紙２のとおりです。

別紙１

数値目標の評価方法について

・各数値目標について，年度ごとの目標値をどの程度達成したかにより，進捗状況を

「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」「Ｄ」の４段階で評価する。

＜評価のイメージ図＞
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「A」評価：目標値以上

（目標値に対して 100％以上）

「B」評価：目標値をやや下回る

（目標値に対して 50%以上 100%未満）

「C」評価：目標値を大きく下回る

（目標値に対して 0%以上 50%未満）

「D」評価：策定時実績値を下回る

（目標値に対して 0%未満）

比較して評価


